
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども未来学科 
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１ 

授業科目名：教育制度・行政論 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

教育の基礎的理解に関する科目 
・教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を含む。） 

木村 祐介 [実 務 経 験]小学校教諭 

[研究テーマ]教育学 

      姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

わが国の学校教育制度・教育行政の基本理念・体系について、日本国憲法、教育基本法、学校教育法

などの教育関連法規を通して体系的に理解する。 

授業の概要 

教育制度・行政に関する基礎概念・基礎的論点・課題に関する理解を深め、教職に必要な教育制度・

行政に関わる知識を獲得する。 

テキストだけでなく関係資料を効果的に活用するよう促し、自主的な学びを進める。 

授業計画 

１．我が国の教育制度の理念と概要  

２．学校教育制度の概要 

３．戦後の学校教育制度の変遷 

４．学校教育の現状と課題 

５．義務教育制度の理念と概要 

６．小学校の教育課程 

７．幼稚園の保育内容 

８．社会教育制度の概要 

９．生涯学習の理念 

10．我が国の教育行政の理念と概要 

11．国の地方の教育行政機関の組織と約割及び教育行政機関相互の関係 

12．教育行政機関と学校の関係 

13．教科書制度の概要 

14．教職員制度の概要 

15．学校施設の整備 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「現代教育の制度と行政」河野和清／編著（福村出版） 

「小学校学習指導要領解説」（文部科学省） 

参考書・参考資料等 

 プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、授業中に行う小テスト、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



２ 

授業科目名：こども理解の理論と方法 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

道徳、総合的な学習の時間等の 

指導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

・幼児理解の理論及び方法 

青栁 賢治 [実 務 経 験]教育相談員・スクールカウンセラー・高等学校教諭（英語） 

[研究テーマ]教育相談・発達心理学・教育心理学分野 

      姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

１．様々なこどもの特徴や発達を知る。 

２．相談やコンサルテーションを行うための具体的方法を学ぶ。 

３．保育の場である相談内容を知り、保育・教育相談の基礎知識を身に付ける。 

授業の概要 

こども理解の基盤となる発達心理学、臨床心理学などの理論を学ぶ。そして幼稚園教諭の専門性とし

てのこども理解のあり方を幼児教育の特質と関連付けて学ぶ。また家庭、幼稚園、地域等のこどもを取

り巻く環境との関わりや特別支援教育、幼少接続におけるこども理解のあり方について検討する。 

授業計画 

１．カウンセリングマインドについて① 

２．     〃         ② 

３．発達障害児や気になる子の特徴① 

４．     〃        ② 

５．発達障害児や気になる子の保護者への支援① 

６．     〃             ② 

７．幼児理解の重要性と理解のための方法① 

８．     〃           ② 

９．幼児期の心理発達の重要性① 

10．     〃      ② 

11．保育者としての気になる子への理解① 

12．     〃          ② 

13．専門家と保育者の連携における基本姿勢や留意点① 

14．     〃                ② 

15．まとめ 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「こどもの理解と保育・教育相談」小田豊・秋田喜代美／著（みらい） 

参考書・参考資料等 

 プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、授業中に行う小テスト、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



３ 

授業科目名：道徳教育論 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

道徳、総合的な学習の時間等の 

指導法及び生徒指導、教育相談等に 

関する科目 

・道徳の理論及び指導法 

飯塚 久男 [実 務 経 験]小学校教諭・中学校教諭・高等学校教諭（美術） 

[研究テーマ]教育・教育方法・教育課程・進路指導分野 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

道徳教育の意義と本質及び目的、道徳教育の基本的課題の明確化、道徳教育の歴史的発展、外国の道

徳教育の実情とわが国の道徳教育の比較などを展開する。 

授業の概要 

「道徳」全般に関わる様々なテーマを扱う。道徳教育の今日的意義と重要性、道徳教育の歴史的変遷、

道徳教育の法的な根拠、全教育活動における道徳教育、道徳の時間における道徳教育についての基本的

な知識を習得し、今後の道徳教育の実践に役立てる。 

授業計画 

１．道徳教育の本質 

２．幸福な生き方と道徳教育 

３．道徳教育の今日的意義と重要性 

４．人間の心の成長 

５．道徳性の発達に関する理論 

６．明治から戦前までの道徳教育の変遷 

７．戦後の道徳教育変遷 

８．学校における道徳教育の基本的押さえ 

９．「特別の教科 道徳」における道徳教育 

10．全教育活動における道徳教育 

11．学校・家庭・地域連携による道徳教育 

12．幼・小・中連携による道徳教育 

13．外国の道徳教育はどのようになされているか 

14．今日的課題に対応する道徳教育の探求 

15．多様な道徳教育の探求 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「自ら学ぶ道徳教育」押谷由夫／著（保育出版社） 

「小学校学習指導要領解説」（文部科学省） 

参考書・参考資料等 

 プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、授業中に行う小テスト、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



４ 

授業科目名：特別活動指導法 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

道徳、総合的な学習の時間等の 

指導法及び生徒指導、教育相談等に 

関する科目 

・特別活動の指導法 

塩野 健一 [実 務 経 験]小学校教諭・中学校教諭（保健体育）・放課後児童クラブ主宰 

[研究テーマ]教育・教育課程・体育科分野 

      姫路大学通信教育課程非常勤講師 

木村 祐介 [実 務 経 験]小学校教諭 

[研究テーマ]教育学 

授業の到達目標及びテーマ 

特別活動の意義及び目的を学習指導要領の中で確認し、理解する。さらに、特別活動の意味を明確に

理解し、また学級活動、生徒会活動、学校行事などのそれぞれの特質を明確にする。 

授業の概要 

特別活動は教科、道徳、相互的な学習の時間とともに教育活動を担う重要な領域である。特別活動の

意義及び目的を学習指導要領の中で確認し理解する。さらに、特別活動の歴史的発展をみることで今日

の特別活動の意味を明確にする。また、特別活動の学級活動・ホームルーム活動、児童会活動・生徒会

活動、クラブ活動、学校行事などのそれぞれの特質を概説する。その上で、現在の学校の病理と特別活

動の関連を考察し、特別活動の実践的指導力を身に付けることの重要性を認識できる学びにする。 

授業計画 

１．教育の歴史に見た特別活動 

２．学究生活と学校生活の重視 

３．教育目的・目標から捉えられる特質 

４．指導の内容に注目した特質 

５．小学校の特別活動の変遷 

６．中学校の特別活動の変遷 

７．特別活動の歴史 

８．学校の教育計画・教育課程と特別活動 

９．特別活動と道徳教育について 

10．学校教育課程の編成・実施と特別活動 

11．特別活動の評価と実践 

12. 特別活動と全体指導計画と年間指導計画 

13．小学校の「クラブ活動」の「年間指導計画」 

14．学校行事の「年間指導計画」 

15．特別活動と現代の課題 

16．試験 

 

 

 

テキスト 

「小学校学習指導要領解説」（文部科学省） 

「特別活動指導法」上寺常和／著（姫路大学） 

参考書・参考資料等 

 プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、授業中に行う小テスト、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



５ 

授業科目名：国語科指導法 
授業形態：講義 

     ＋集中 

単位：２単位 

授業時間数：30H 

教科及び教科の指導法に 

関する科目 

・各教科の指導法（情報機器及び教科の活用を含む。） 

・国語（書写を含む。） 

太田 裕子 [実 務 経 験]特別支援学校教諭・日本語教師 

[研究テーマ]教育学・学校教育分野 

      姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

国語は日常生活に必要な役割を果たすとともに、知的活動の基礎となる重要な存在である。学習指導

案の作成および実地の授業の模擬演習を行い、国語の指導への経験を積んでいく。 

授業の概要 

各領域の具体的な教材研究のあり方について事例研究を行う。全体指導計画に基づく学習指導案を作

成し、評価基準の設定に取り組むとともに授業研究を行う。授業を組み立てる力を育成し、授業改善の

指標を明らかにする。 

授業計画 

１．授業オリエンテーション 

２．国語科教育の目標・内容 

３．「話すこと・聞くこと」領域 

４．「書くこと」領域 

５．「読むこと」領域 

６．「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」 

７．読書指導 

８．国語科教材研究の方法 

９．国語科教材研究の視点 

10．国語科学習指導案の実際   

11．指導案作成 

12．  〃   

13．  〃   

14．授業研究 

15．学習評価について 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「小学校学習指導要領解説」（文部科学省） 

「国語科指導法」渡瀬茂／著（姫路大学） 

参考書・参考資料等 

 プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、授業中に行う小テスト、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

教科書、辞書等忘れ物をしないこと。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



６ 

授業科目名：外国語（英語）指導法 
授業形態：講義 

     （集中） 

単位：２単位 

授業時間数：30H 

教科又は教職の指導法に関する科目 
・各教科の指導法（情報機器及び教科の活用を含む。） 

・外国語 

 冨倉 志保 [実 務 経 験]豪州私立中高等学校・インターナショナルスクール日本語教師 

[研究テーマ]外国語教育分野 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

学習指導要領の「外国語活動の目標」に従って、外国語を通じて言語・文化の体験的理解と積極的コ

ミュニケーション能力を図ろうとする態度の育成、並びに外国語の音声や基本的表現に慣れ親しませつ

つ、コミュニケーションの能力の素地を養うことを児童に指導するための理念や教育学的視点を学習す

る。 

授業の概要 

小学校における外国語教育に関わる背景知識（第二言語習得理論等）・主教材、小・中・高等学校の

外国語教育における小学校の役割、多様な指導環境（TT、ICTの活用等）について学びを深めるととも

に、授業研究を通して授業実践に必要な基本的な指導技術を身に付ける。 

授業計画 

１．外国語教育の意義 

２．外国語活動導入の経緯、見城と展望 

３．小学校の外国語活動で目指すもの 

４．英語教育全体における小学校外国語活動の役割 

５．評価の意義と評価方法 

６．カリキュラム・年間指導計画作成のポイント 

７．授業づくりの視点 

８．学習指導案作成 

９．授業研究 

10．特別支援教育における外国語活動 

11．求められる教員の資質 

12．教材の使い方・選び方と開発方法 

13．ICTのより良い活用を考える 

14．中学校の英語教育と小学校との接続 

15．指導の基本と留意ポイント 

16．試験 

 

 

 

 

テキスト 

「小学校教育法入門」樋口忠彦・加賀田哲也・泉惠美子・衣笠知子／著（研究社） 

「We can!1」（文部科学省） 

「We can!2」（文部科学省） 

「小学校学習指導要領解説」（文部科学省） 

参考書・参考資料等 

 プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、授業中に行う小テスト、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



７ 

授業科目名：生活科指導法 
授業形態：講義 

     （集中） 

単位：２単位 

授業時間数：30H 

教科及び教科の指導法に関する科目 
・各教科の指導法（情報機器及び教科の活用を含む。） 

・生活 

塩野 健一 [実 務 経 験]小学校教諭・中学校教諭（保健体育）・放課後児童クラブ主宰 

[研究テーマ]教育・教育課程・体育科分野 

      姫路大学通信教育課程非常勤講師 

木村 祐介 [実 務 経 験]小学校教諭 

[研究テーマ]教育学 

押手 美加 [実 務 経 験]小学校教諭 

[研究テーマ]音楽教育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

小学校１・２年生に開かれた科目生活に関して、その具体的な指導方法や運営方法について学ぶ。幼

年期から児童期にかけてのこどもの発達状態について理解するとともに具体的な生活経験や活動を通

してのこどもの成長や発達を支援していく方法について深める。 

授業の概要 

小学校学習指導要領から、生活科の目標・内容についての理解を図り、教科の特性である活動や体験

の大切さに気付く。また、幼児教育との連携も視野に入れ、生活科は保幼小の段差解消に大きな役割を

果たすことを理解する。具体的な各内容については、指導計画や学習指導の充実と共に具体的な授業展

開を学ぶことにより、実践的な態度を身に付ける。 

授業計画 

１．小学校教育課程における生活科 

２．生活科のめざすもの 

３．目標の構成・趣旨① 

４．   〃    ② 

５．内容の構成要素 

６．授業展開のための留意点 

７．生活科の目標・内容 

８．指導計画作成上の配慮事項 

９．学習指導案の作成 

10．授業研究 

11．生活科の授業計画と学習指導要領のポイント 

12．生活科における指導計画 

13．生活科の目指す学力 

14．生活科における評価のあり方 

15．生活科の授業展開について 

16．試験 

 

 

テキスト 

「生活科指導法」戸江茂博・内山裕之・長瀬善雄／著（姫路大学） 

「小学校学習指導要領解説」（文部科学省） 

参考書・参考資料等 

 プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、授業中に行う小テスト、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



８ 

授業科目名：音楽科指導法 
授業形態：講義 

     （集中） 

単位：２単位 

授業時間数：30H 

教科及び教科の指導法に関する科目 
・各教科の指導法（情報機器及び教科の活用を含む。） 

・音楽 

倉田 照子 [実 務 経 験]ピアノ講師・小学校教諭・中学校教諭（音楽）・声楽家・ 

児童合唱団主宰 

[研究テーマ]音楽教育分野 

      姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

音楽教育の理念を理解するとともに、音楽活動を通して感性を養い、こどもの創造性を積極的に促す

ことのできる指導法について学ぶ。 

授業の概要  

本授業の目的は、音楽科教育における活動のあり方について深く理解し、こどもの感性を刺激し豊か

な表現力を引き出す音楽的活動を創造することのできる能力を育成することにある。歌唱やリコーダー

をはじめとする楽器の演奏、また音楽づくりを通して、楽曲の活用法、学習形態などを考えながら音楽

科の指導方法を身につける。 

授業計画 

１．音楽教育の理念 

２．音楽教育と人間形成 

３．感性と表現 

４．小学校音楽教育の目指すもの 

５．学習指導要領改訂の基本方針  

６．音楽科の目標・内容 

７．現代の主な音楽教育家の思想① 

８．      〃      ② 

９．表現（歌唱） 

10．表現（器楽） 

11．表現（音楽づくり） 

12．学習指導案作成 

13．授業研究 

14．学習評価について 

15．共通教材について 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「音楽科指導法」山本千紗／著（姫路大学） 

「小学校学習指導要領解説」（文部科学省） 

参考書・参考資料等 

 プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、授業中に行う小テスト、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



９ 

授業科目名：特別活動論 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

教育の基礎的理解に関する科目 ・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 

塩野 健一 [実 務 経 験]小学校教諭・中学校教諭（保健体育）・放課後児童クラブ主宰 

[研究テーマ]教育・教育課程・体育科分野 

      姫路大学通信教育課程非常勤講師 

木村 祐介 [実 務 経 験]小学校教諭 

[研究テーマ]教育学 

授業の到達目標及びテーマ 

特別活動の目標や内容を理解し、豊かな人間関係づくりを行うホームルーム・学級経営の重要性が理

解できるようにし、適切な人間関係づくりを構築するホームルーム・学級活動の指導案を作成できるよ

うにする。 

授業の概要 

特別活動の学習指導要領における位置づけや学校における位置づけ、目的・内容を理解し、特別活

動における教師の指導的役割について学ぶ。 

また、ホームルーム・学級指導、生徒会活動、学校行事についてその意義を理解するとともに、学校

教育での具体的実践を展開できる力を育成する。 

授業計画 

１．特別活動の理論 

２．特別活動が育む資質・能力 

３． 

４．特別活動の評価と方法 

５． 

６．児童生徒による自主的、実践的な活動 

７． 

８．特色ある学校行事の実践 

９．特別活動と道徳教育ならびに総合的な学習の時間 

10．生徒指導のガイダンス機能を生かした学級活動 

11．小学校における指導の実際 

12．中学校における指導の実際 

13．高等学校における指導の実際 

14．キャリア教育と進路指導 

15．特別な支援や配慮を要する児童生徒 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「特別活動」（ミネルヴァ書房） 

参考書・参考資料等 

 プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、授業中に行う小テスト、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１０ 

授業科目名：家庭 授業形態：講義     
単位：２単位 

授業時間数：30H 

教科及び教科の指導法に 

関する科目 

・教科に関する専門的事項 

・家庭 

塙 光子 [実 務 経 験]高等学校教諭（家庭科） 

[研究テーマ]家庭科分野 

      姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

 家族関係や食教育（食育），消費者教育，環境教育など学習活動全般について知見を深めていく。 

授業の概要 

小学校家庭科教育のねらいは、家庭生活に関する学習を通して生活者としての基礎・基本を習得させ

ること、家族関係の学習を通して人間としての生き方をみつめ、考えさせることにある。そこで、衣食

住における基礎的・基本的な学習内容を取り扱うとともにアクティブラーニングを導入した学習教材の

活用、また、生活科、総合的な学習の時間、道徳やその他の教科との関連性に言及し、生活に役立つ実

践的・体験的な授業の分析や学習教材の開発，情報機器を活用できる能力を身につける。 

授業計画 

１．家庭科教育の現状と今日的課題 学習指導要領改訂のポイント及び方向性についての説明 
２．小学校における家庭科教育の意義とねらい  
３．家庭科教育における家庭生活・家族の捉え方及び家族について指導する要点と問題点 
４．自己肯定感を育てる体験的学習とその意義  
５．家庭生活と家族に関する学習教材の作成及びポストイットによる相互評価活動  
６．快適な住まい及び防災（地震）対策の学習教材（情報通信ネットワークの活用） 
７．防災教育に関する学習教材の作成及び相互評価活動（アクティブ・ラーニング） 
８．小物入れ（巾着袋）の製作を通して基礎縫いの習得 
９．消費者教育の現状と課題及び学習教材の説明 
10．消費者教育（「A 家族・家庭生活」「B 衣食住と生活」も可）に関する課題発見学習及び発表（情

報機器の活用） 
11．食に関する指導と食育教育との関連性と家庭科における栄養指導  
12．実践的・体験的な学習 発酵食品味噌作り（食品は変更有り） 
13．食生活に関する教材作り① 課題設定 
14．食生活に関する教材作り② 資料調べ（情報通信ネットワークや書籍の活用）  
15．食生活に関する教材作り③ 作品完成及び相互評価活動 
16．試験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

「小学校学習指導要領解説」（文部科学省） 

参考書・参考資料等 

プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、授業中に行う小テスト、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１１ 

授業科目名：児童教育研究Ⅲ 授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

教育の基礎的理解に関する科目 
・教育課程の意義及び編成の方法（ｶﾘｷｭﾗﾑ、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを含む） 

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 

飯塚 久男 [実 務 経 験]小学校教諭・中学校教諭・高等学校教諭（美術） 

[研究テーマ]教育・教育方法・教育課程・進路指導分野 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

佐々木 將人 [実 務 経 験]臨床心理士 

[研究テーマ]心理学分野 

授業の到達目標及びテーマ 
（教育課程論）教育課程の編成と指導計画の作成について具体的に習得し、編成・実践・点検・評価・
改善の過程についてその全体像を動態的にとらえ理解する。保護者や関係機関との連携について学ぶ。 
（発達心理学）保育および教育現場において必要となる心理学の基礎知識を学ぶ。また、こどもの身体
の発達、知覚の発達、知的機能の発達、言葉と社会性の発達、感情の発達、自己概念の発達、人の相互
的かかわりの発達等について学び、こどもへの理解を深める。 

授業の概要 

（教育課程論）小学校、幼稚園での教育課程の基本及びカリキュラム・マネジメントについて学ぶ。ま
た、教育課程の編成論及び作成についても包括的に考察し、学んでいく。 
（発達心理学）発達心理学の必要性、発達に影響する要因、発達に関する主な理論、発達段階や発達課

題についての知識を習得する。ヒトの各領域における発達の様相についての知識を
習得する。 

授業計画  姫路大学編入のための再履修科目 

１．教育課程の基礎理論と小学校教育     １．発達の定義 

２．カリキュラムの基礎理論①        ２．発達段階と発達課題 
３．カリキュラムの基礎理論②        ３．身体と運動機能の発達 
４．諸外国における教育課程の変遷      ４．知覚の発達 

５．日本における教育課程の変遷①      ５．ピアジェの認知発達論 

６．日本における教育課程の変遷②      ６．記憶の発達 
７．教育課程の法と行政           ７．言語・コミュニケーションの発達 
８．教育課程の編成と実際①         ８．遊びの発達 
９．教育課程の編成と実際②         ９．愛着性の発達 親子関係の成立 
10．教育課程・保育課程と保育の基本①    10．社会性の発達 
11．教育課程・保育課程と保育の基本②    11．道徳性の発達 
12．日本における保育の歴史         12．人格の発達 
13．教育課程・保育課程編成の実際①     13．情緒の発達 
14．教育課程・保育課程編成の実際②     14．こどもの発達の背後にあるもの 
15．教育課程をめぐる諸問題         15．発達のつまずき 
16．試験                  16．試験 
 
 
 
 
 

テキスト 

「教育課程論」田中亭胤／監修 金岩俊明・田中亭胤・和田真由美／著（姫路大学） 

「発達心理学」小河晶子・西本望・西本佳子／著（姫路大学） 

参考書・参考資料等 

 プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

レポート内容、試験、受講態度等を総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１２ 

授業科目名：児童教育研究Ⅳ 授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

教育の基礎的理解に関する科目 
・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 

福田 翔平 [研究テーマ]デジタルコンテンツと人間教育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

この授業は学生自身が主体的に学ぶことを目的としている。各授業はもちろん指導法に関する教科へ
の自己研鑽を行う。 

授業の概要 

これまでの学生生活や実習を振り返り、社会人になる前に自己の課題を明確にする。そして、各々の
課題を克服するために、研鑽に励む 

授業計画   

１．授業オリエンテーション 

２．自己課題の明確化 

３．研究計画立て 

４．指導法に関する各教科への研鑽 

５．      

６．      

７．      

８．      

９．      

10．      

11．      

12．      

13．      

14.       

15．反省、総括 

16．試験 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

特になし 

参考書・参考資料等 

 特になし 

学生に対する評価 

主体的な活動、研究態度等により総合的に評価する。 

教員としての資質を自らが磨けるよう主体的に活動すること。 



１３ 

授業科目名：（選）小学校教育実習 授業形態：実習 
単位：２単位 

授業時間数：80H 

教育実践に関する科目 ・教育実習 

倉田 照子 [実 務 経 験]小学校教諭・中学校教諭（音楽） 

[研究テーマ]教育分野 

      姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

小学校教員の指導のもとに実際の学校現場における児童との直接的なかかわりを通して教員となる

ための実践上、研究上の基礎的な能力、態度を養成する。同時に教育者としての使命感、教科等の指導

を通した実践指導力の基礎を体得する。 

授業の概要 

第1週目は、観察実習として客観的に教育を見ることが中心となる実習を行う。第2週目は参加実習と

して教師の助手的な立場で、実際に授業に参加する実習を行う。第3週目は、第4週目に行われる模擬授

業について研究を進め、当日に向けた課題等について考える。第4週目は、指導計画を立て模擬授業を

行う。模擬授業を通してこども達についてより学び、考察をしていく。 

実習内容 

 

 

小学校における実習で、観察、参加、部分、実習を通して、教育の実際を体験的に理解する。 

① 小学校の役割や機能についての理解 

② 小学校における児童の実際についての理解 

③ 観察、参加、部分（指導）実習等を通して幼稚園・小学校の教育（教科・道徳・外国語活動・総合

的な学習の時間、特別活動、生徒指導等）の実際についての理解 

④ 特別支援保育・教育についての理解 

⑤ 外国語活動についての理解 

⑥ 幼稚園・小学校と家庭、地域との関係についての理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

 特になし。 

参考書・参考資料等 

 プリントを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

実習先からの成績評価をもとに普段の授業態度や生活態度を加味し、評価する。 

教育の現場で教育実践上の課題を見出し、また解決する上で

必要とされる資質・能力を培います。 

各自問題点を整理し、将来を見据えた実践的指導力の向上に

努めてください。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１４ 

授業科目名：（選）児童教育研究Ⅵ 授業形態：実習 
単位：２単位 

授業時間数：80H 

学外実習 ・児童教育研究Ⅲ 

福田 翔平 [研究テーマ]デジタルコンテンツと人間教育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

この授業は学生自身が主体的に学ぶことを目的としている。幼児教育のＤＸ化についての研究等を積

極的に行い、幼稚園教諭１種免許取得するために必要な幼児教育への理解やデジタルコンテンツについ

ての理解を深める。 

授業の概要 

幼児教育のＤＸ化について研究を深め、こどもへの理解を深める。 

実習内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．オリエンテーション 

２．幼児教育のＤＸ化についての研究テーマの決定 

３．研究計画立て 

４．調査・研究 

５．  〃 

６．  〃 

７．  〃 

８．  〃 

９．中間発表・フィードバック 

10．調査・研究 

11．  〃 

12．  〃 

13．  〃 

14．  〃 

15．まとめ 

16．試験 

 

 

 

 

テキスト 

 特になし。 

参考書・参考資料等 

 特になし。 

学生に対する評価 

主体的な活動、研究態度等により総合的に評価する。 

教員としての資質を自らが磨けるよう主体的に活動すること。 

幼児教育のＤＸ化について考え、現場における活用方法

や利点について研究を行う。 

例：業務新ツールの利用、活用方法等 


